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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 9 月 1 4 日 ( 2 0 2 2 . 9 . 1 4 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 0 0 9 5 5 6
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 3 4 9 4 6 ( P 2 0 2 2 - 5 3 4 9 4 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 6 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 6 0 7 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 5 / 0 7 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 1 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 3 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 6 0 ３ ２ １ Ｚ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 6 0 7 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 5 / 0 4 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 1 8 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 3 2 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 7 月 1 1 日 ( 2 0 2 2 . 7 . 1 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 リ ー ド フ レ ー ム の 脚 部 は 超 音 波 接 合 に よ り 回 路 パ タ ー ン に 接 合 さ れ る 。 接 合 さ れ る 際 、  
脚 部 は 振 動 方 向 に 応 じ て 接 合 予 定 箇 所 か ら 位 置 ず れ し て 接 合 さ れ て し ま う 場 合 が あ る 。 複  
数 の 脚 部 の う ち 、 本 体 部 の 一 端 部 に 位 置 す る 脚 部 か ら 本 体 部 の 延 伸 方 向 に 沿 っ て 順 に 脚 部  
の 超 音 波 接 合 を 行 う と 、 本 体 部 の 一 端 部 の 反 対 側 の 他 端 側 に 連 れ て 、 回 路 パ タ ー ン に 対 す  
る 脚 部 の 位 置 ず れ が 大 き く な っ て し ま う 。 こ の よ う に し て 脚 部 が 接 合 さ れ た リ ー ド フ レ ー  
ム は セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 に 対 し て 寸 法 公 差 が 大 き く な っ て し ま い 、 半 導 体 装 置 を 製 造 で き  
な く な っ て し ま う 場 合 が あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ａ は 、 第 １ 半 導 体 チ ッ プ ４ ５ ａ ， ４ ６ ａ 及 び 第 ２ 半 導 体 チ ッ プ  
４ ５ ｂ ， ４ ６ ｂ が 配 置 さ れ 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ４ ７ ａ ～ ４ ７ ｄ に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ  
て い る 。 第 １ 半 導 体 チ ッ プ ４ ５ ａ ， ４ ６ ａ は 、 シ リ コ ン ま た は 炭 化 シ リ コ ン に よ り 構 成 さ  
れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 例 え ば 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ 、 パ ワ ー Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ  
Ｅ Ｔ で あ る 。 第 １ 半 導 体 チ ッ プ ４ ５ ａ ， ４ ６ ａ が Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ で あ る 場 合 に は 、 裏 面 に 主 電 極  
と し て コ レ ク タ 電 極 を 、 お も て 面 に 、 制 御 電 極 と し て ゲ ー ト 電 極 及 び 主 電 極 と し て エ ミ ッ  
タ 電 極 を そ れ ぞ れ 備 え て い る 。 第 １ 半 導 体 チ ッ プ ４ ５ ａ ， ４ ６ ａ が パ ワ ー Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ で  
あ る 場 合 に は 、 裏 面 に 主 電 極 と し て ド レ イ ン 電 極 を 、 お も て 面 に 、 制 御 電 極 と し て ゲ ー ト  
電 極 及 び 主 電 極 と し て ソ ー ス 電 極 を そ れ ぞ れ 備 え て い る 。 ま た 、 第 ２ 半 導 体 チ ッ プ ４ ５ ｂ  
， ４ ６ ｂ は 、 シ リ コ ン ま た は 炭 化 シ リ コ ン に よ り 構 成 さ れ た ダ イ オ ー ド 素 子 で あ る 。 ダ イ  
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オ ー ド 素 子 は 、 例 え ば 、 Ｓ Ｂ Ｄ （ S c h o t t k y  B a r r i e r  D i o d e ） 、 Ｐ ｉ Ｎ （ Ｐ - i n t r i n s i c  
- Ｎ ） ダ イ オ ー ド 等 の Ｆ Ｗ Ｄ （ F r e e  W h e e l i n g  D i o d e ） で あ る 。 こ の よ う な 第 ２ 半 導 体  
チ ッ プ ４ ５ ｂ ， ４ ６ ｂ は 、 裏 面 に 主 電 極 と し て カ ソ ー ド 電 極 を 、 お も て 面 に 主 電 極 と し て  
ア ノ ー ド 電 極 を そ れ ぞ れ 備 え て い る 。 第 １ 半 導 体 チ ッ プ ４ ５ ａ ， ４ ６ ａ 及 び 第 ２ 半 導 体 チ  
ッ プ ４ ５ ｂ ， ４ ６ ｂ は 、 そ の 裏 面 側 が 所 定 の 回 路 パ タ ー ン ４ ２ ａ ， ４ ２ ｂ 上 に は ん だ （ 図  
示 を 省 略 ） に よ り 接 合 さ れ て い る 。 は ん だ は 、 鉛 フ リ ー は ん だ が 用 い ら れ る 。 鉛 フ リ ー は  
ん だ は 、 例 え ば 、 錫 － 銀 － 銅 か ら な る 合 金 、 錫 － 亜 鉛 － ビ ス マ ス か ら な る 合 金 、 錫 － 銅 か  
ら な る 合 金 、 錫 － 銀 － イ ン ジ ウ ム － ビ ス マ ス か ら な る 合 金 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 合  
金 を 主 成 分 と す る 。 さ ら に 、 は ん だ に は 、 添 加 物 が 含 ま れ て も よ い 。 添 加 物 は 、 例 え ば 、  
ニ ッ ケ ル 、 ゲ ル マ ニ ウ ム 、 コ バ ル ト ま た は シ リ コ ン で あ る 。 は ん だ は 、 添 加 物 が 含 ま れ る  
こ と で 、 濡 れ 性 、 光 沢 、 結 合 強 度 が 向 上 し 、 信 頼 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 は ん だ に  
代 わ り 、 金 属 焼 結 体 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 第 １ 半 導 体 チ ッ プ ４ ５ ａ ， ４ ６ ａ 及 び 第 ２ 半  
導 体 チ ッ プ ４ ５ ｂ ， ４ ６ ｂ の 厚 さ は 、 例 え ば 、 １ ８ ０ μ ｍ 以 上 、 ２ ２ ０ μ ｍ 以 下 で あ っ て  
、 平 均 は 、 ２ ０ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 回 路 パ タ ー ン ４ ２ ｃ は 、 第 ２ ア ー ム 部 Ｂ の エ ミ ッ タ パ タ ー ン を 構 成 す る 。 回 路 パ タ ー ン  
４ ２ ｃ は 、 第 １ ， 第 ２ 半 導 体 チ ッ プ ４ ６ ａ ， ４ ６ ｂ の 出 力 電 極 （ エ ミ ッ タ 電 極 ） と 接 続 さ  
れ た ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ４ ７ ｄ が 接 続 さ れ て い る 。 回 路 パ タ ー ン ４ ２ ｃ は 、 回 路 パ タ ー ン  
４ ２ ｂ の 図 ３ 中 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な 回 路 パ タ ー ン ４ ２ ｃ は 、 負 極 用 リ ー ド  
フ レ ー ム ６ ０ ｂ の 脚 部 ６ ４ が 接 合 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 脚 部 ６ ４ は 、 本 体 部 ６ １ に 対 し て 連 係 部 ６ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 分 割  
部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ に お け る 所 定 方 向 が 本 体 部 ６ １ の 配 線 方 向 に 平 行 に な る よ う に 回 路 パ タ  
ー ン ４ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 脚 部 ６ ４ に お い て 、 分 割 部 ６ ４ ｂ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １ か ら  
所 定 方 向 の 先 端 部 ま で の 長 さ と 、 分 割 部 ６ ４ ｃ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １ か ら 所 定 方 向 の 反 対 側 の  
先 端 部 ま で の 長 さ と が 等 し い 。 ま た 、 分 割 部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ の 幅 は 等 し い た め 、 分 割 部 ６  
４ ｂ ， ６ ４ ｃ の 面 積 は 等 し く 、 特 に 、 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４ ｃ ２ の 面 積 が 等 し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 超 音 波 ツ ー ル ７ ０ の 押 圧 部 ７ １ に よ っ て 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４ ｃ ２ を  
次 の よ う に 押 圧 し て 接 合 し て も よ い 。 す な わ ち 、 複 数 の 脚 部 ６ ４ が 設 け ら れ た リ ー ド フ レ  
ー ム ６ ０ に お い て 、 本 体 部 ６ １ に 沿 っ て 一 端 部 の 脚 部 ６ ４ か ら 他 端 部 の 脚 部 ６ ４ ま で 、 超  
音 波 ツ ー ル ７ ０ に よ り 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４ ｃ ２ を 交 互 に セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ に 対 し  
て 超 音 波 接 合 し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば 、 正 極 用 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ ａ の 場 合 に つ い て 説 明 す る （ 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 ）  
。 ま ず 、 正 極 用 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ ａ の 最 端 部 の 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ を セ ラ ミ ッ ク  
回 路 基 板 ４ ０ ａ に 超 音 波 接 合 に よ り 接 合 し 、 当 該 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｃ ２ を セ ラ ミ ッ ク  
回 路 基 板 ４ ０ ａ に 超 音 波 接 合 に よ り 接 合 す る 。 次 い で 、 正 極 用 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ ａ の 当  
該 最 端 部 の 脚 部 ６ ４ の 隣 の 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ を セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ｂ に 超 音  
波 接 合 に よ り 接 合 し 、 当 該 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｃ ２ を セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ｂ に 超 音  
波 接 合 に よ り 接 合 す る 。 こ の よ う に 正 極 用 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ ａ に お い て 本 体 部 ６ １ に 沿  
っ て 脚 部 ６ ４ を セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ に 対 し て 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４ ｃ ２ の 順 に 接 合 し  
て い く 。 最 終 的 に 、 正 極 用 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ ａ の 最 終 端 の 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ を  
セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ｆ に 超 音 波 接 合 に よ り 接 合 し 、 当 該 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｃ ２ を  
セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ｆ に 超 音 波 接 合 に よ り 接 合 す る 。 な お 、 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ の 本  
体 部 ６ １ に 沿 っ て 複 数 の 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４ ｃ ２ を 交 互 に 接 合 す る 場 合 に 限  
ら ず 、 本 体 部 ６ １ に 沿 っ て 複 数 の 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｃ ２ ， ６ ４ ｂ ２ を 交 互 に 接 合 し て  
も よ い 。 こ れ ら の 場 合 で も 、 脚 部 ６ ４ の 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４ ｃ ２ を 同 時 に 接 合 し た 場 合  
と 同 様 に 、 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ に 設 け ら れ て い る 各 脚 部 ６ ４ を セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ａ  
か ら セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ｆ に 向 け て 順 に 接 合 し て も 、 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ の 脚 部 ６ ４  
は セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ ｆ に 近 づ く に 連 れ て 位 置 ず れ が 大 き く な る こ と は な い 。 し た が  
っ て 、 リ ー ド フ レ ー ム ６ ０ を 複 数 の セ ラ ミ ッ ク 回 路 基 板 ４ ０ の 所 定 の 接 合 箇 所 に 対 し て 適  
切 に 接 合 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 脚 部 ６ ４ で は 、 垂 直 部 ６ ４ ａ が お も て 面 側 、 裏 面 側 が そ れ ぞ れ 分 割 部 ６ ４ ｂ  
， ６ ４ ｃ で 確 実 に 支 持 さ れ る 。 こ の た め 、 脚 部 ６ ４ は 回 路 パ タ ー ン ４ ２ に 対 し て 安 定 し て  
接 合 さ れ る よ う に な る 。 ま た 、 こ の よ う な 脚 部 ６ ４ は 厚 さ 方 向 に 分 割 さ れ て い る の で そ れ  
ぞ れ の 分 割 部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ が 垂 直 部 ６ ４ ａ よ り 薄 く な っ て お り 、 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４  
ｃ ２ と 回 路 パ タ ー ン ４ ２ と の 回 路 パ タ ー ン 接 合 領 域 ６ ４ ｂ ３ ， ６ ４ ｃ ３ に 超 音 波 振 動 が 伝  
わ り 易 く 、 よ り 強 固 に 接 合 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う な 脚 部 ６ ４ を 回 路 パ タ ー ン  
４ ２ に 対 し て 、 分 割 部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ を 超 音 波 振 動 に よ り 同 時 に 接 合 す る 。 す る と 、 分 割  
部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ が 屈 曲 方 向 に 対 し て 平 行 に 同 様 に 変 形 す る た め 、 垂 直 部 ６ ４ ａ が 位 置 ず  
れ す る こ と が な い 。 し た が っ て 、 垂 直 部 ６ ４ ａ の 位 置 ず れ 等 が 防 止 さ れ 、 リ ー ド フ レ ー ム  
６ ０ を 所 定 の 接 合 箇 所 に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 半 導 体 装 置 １ ０ を 適 切 に 製 造  
す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う な 脚 部 ６ ４ も ま た 、 本 体 部 ６ １ に 対 し て 連 係 部 ６ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、  
分 割 部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ に お け る 所 定 方 向 が 本 体 部 ６ １ の 配 線 方 向 に 平 行 に な る よ う に 回 路  
パ タ ー ン ４ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 脚 部 ６ ４ に お い て 、 分 割 部 ６ ４ ｂ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １  
か ら 所 定 方 向 の 先 端 部 ま で の 長 さ と 、 分 割 部 ６ ４ ｃ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １ か ら 所 定 方 向 の 反 対  
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側 の 先 端 部 ま で の 長 さ と が 等 し い 。 ま た 、 分 割 部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ は 垂 直 部 ６ ４ ａ の 幅 の 中  
央 で 分 割 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ の 幅 が 等 し い た め 、 分 割 部 ６ ４ ｂ ， ６ ４ ｃ の 面 積  
は 等 し く 、 特 に 、 平 行 部 ６ ４ ｂ ２ ， ６ ４ ｃ ２ の 面 積 が 等 し い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う な 脚 部 ６ ４ も ま た 、 本 体 部 ６ １ に 対 し て 連 係 部 ６ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、  
分 割 部 ６ ４ ｂ ～ ６ ４ ｅ に お け る 所 定 方 向 が 本 体 部 ６ １ の 配 線 方 向 に 平 行 に な る よ う に 回 路  
パ タ ー ン ４ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 脚 部 ６ ４ に お い て 、 分 割 部 ６ ４ ｂ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １  
か ら 所 定 方 向 の 先 端 部 ま で の 長 さ と 、 分 割 部 ６ ４ ｃ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １ か ら 所 定 方 向 の 反 対  
側 の 先 端 部 ま で の 長 さ と 、 分 割 部 ６ ４ ｄ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １ か ら 所 定 方 向 の 先 端 部 ま で の 長  
さ と 、 分 割 部 ６ ４ ｅ の 分 岐 部 ６ ４ ａ １ か ら 所 定 方 向 の 反 対 側 の 先 端 部 ま で の 長 さ と が 等 し  
い 。 ま た 、 分 割 部 ６ ４ ｂ ～ ６ ４ ｅ は 垂 直 部 ６ ４ ａ の 幅 に 対 し て 等 間 隔 に ３ 分 割 さ れ て お り  
、 そ れ ぞ れ の 幅 が 等 し い た め 、 分 割 部 ６ ４ ｂ ～ ６ ４ ｅ の 面 積 は 等 し く 、 特 に 、 平 行 部 ６ ４  
ｂ ２ ～ ６ ４ ｅ ２ の 面 積 が 等 し い 。
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